
別記
第 1号 様式 (第11条、第13条、第14条関係)

事 業 者 排 出 量 削 減 計 画 書 館 ⊃
・

鶴

あつては、

株式会社 イーグルデジカ 代 表取締役
城暢市上津屋境端 32番 地

W寓31 18条筏1項 (第18条第2項F第 19

特定事業者の

主たる業種 食品製造業

該当する事業
者要件

iア環閣頭両覇揺あ訂寡覇彩覇輛孫誘霧彫覇序彩蔚再核当事業者 (大規模エネルギー使用事業君 (原調に接

算して1,500キロリットル以上))

「
層梨ダ瑞脚 観客段笙ジ哉籍舗

は第3号該当事業者 (大規模遷送事業者 (トラック又

「 八 都府地球温暖化対策条例施行規
科電九足香毎

4督鞍警彗理者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事

計 画 期 間 平成 18 年  4 月   ～    平 成  20 年   3  月

基 本 方 針 、廃案物排出量の肖」減と節水対雰空調設備の効率改善及び断熱構造の見直しでエネルギー消費効率を改|

の推進で、5%の 温室効果ガス排出量の肖」滅を目指す。

推 進 体 制
テムを補突する。′

年度ごとの具
体的な取組及
び措置

18～ 19

工 :

全部門 会社を学げて
【
クールビズ 。ウオームピズ

jを
確 し進める。

18～ 19 工場全部門 空調機E力 抑r「lのねの観 計画と空冷室外機の水噴多装置導入を積極的に進める。

18～ ■9 工場全部門 工場外璧の断撫基装を立案し、寅場の空親効率を改善する。

18～ 19 工場製造部門 水道蛇日に節末コマの導入、水道ホースの先止め導入等節水対策を推進する。

1 8-1 9 工場設備部門 俳水処理施設の高濃度処理改修で産業廃葵物排出重を削滅する。

温室効果ガス

の排出量等 排出区分

基準年度 (実績)

( 17 )年 度
(二酸化炭素換算 (t〉)

目標年度 (計画)
( 19 )年 度

(二酸化炭茉換算 (↓))

肖」滅率

(計画)
(%)

A事 業所等排出区分 3,879           t 3,394         t
-5■    %

B輸 送車両排出区分 ↓ t %

cそ の他排出区分 t t %

排出合計 ィ1         3,579         t 2       3,394        t -5■    %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減畳

等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(二酸化炭宗換祭 (t

泰林の 呆全及び整備 (整備面積) ha (吸br鋤 t

府内産の本材の利用 (利用曇) Ing (削減重) t

自然エネルギーを利用 した電

力又は熱の供給

(売電豊) klrh (削減量) t

(熱供給畳) CJ (削減量) t

グリーン電力の購入 確 入量 ) kwh (削減ヨ t

削減量等合計 t

差引夢F出量

(排出合計一削減等合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 肖」減率 (計画)

Ⅲ1         3,579         t くセ)(,3)     3,394    t -5え   %

特 記 事 項 1 当 社は弁当 ・おにぎり及び説理バン

20℃以下の設定となっており、空調効率

2 炊 飯や冷凍食材の解凍及び機器の波

ますが、節水対策にも積極的に取り組ん
逢:雷毒食重み箕言を指竜警譲昏享手立蚕う写:冦:旨石蓋て
で行きます。

1ま間接的ではあり

遵 絡 先 担 当 部 署

担 当 者 氏 名

住 所

電 話 番 号

フ ァ ク シ ミ リ番 号

注 1核 当するBに は、レ印を記入してください。特定事業者以外で自主参加される事業者の方は、レ印の記入は不要です。

2「 基準年度Jと は討画期間の前年度を、 「自標年度」とは計画期間の最終年度をいいます。
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など他者の温室効


